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試験項 目 電磁波低減効果試験

試験試料  貴陽石マイナスイオン発生器

試験条件  1)試験 同時 令和2年 10月 16日

2)測定機器 アルファラボ製 トリフィール ドメーター100XE型

3) 侮起月日彬美暑詈  SHARP AQUOS

No220S―- 1066

令和2年 10月 20日

試験方法

測定範囲

試験結果
貴陽石マイナスイオン発生器使用による電磁波測定結果

使用前 使用後 低減率 (%)

電場 (V/m) 37 30 18,9

磁場 (mG) 1.6 1.4 12.5

マイクロ波 (mw/cイ ) 0 0

察 磁場及び電場の低減率はほぼ良い結果が得られた。

貴陽石マイナスイオン発生器を未使用状態で、スマー トフオンを使用中に発生して

いる電場、磁場、マイクロ波を画面側lcmの距離で測定した。次に、貴陽石マイナ‐

スイオン発生器をスマー トフォンの裏側20cmの距離から照射 し、画面側lcmの距離

から同様に測定し、低減率を算定した。

電場 :超低周波 (60Hz)0～ 1000V/m(ボル ト/メ ー トル)

磁場 :極超低周波 (60Hz)0～3mG(ミ リガウス)

マイクロ波 :極超短波0.01～ 1酬/cピ (ミ リワット/平方センチメー トル)

考

本報告書は供試試料及び試験状況下においてのものであり、全ロットについての結果を報告するものではありません。


